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１． 当社/水ingグループのご紹介
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※国内外子会社含む

会社概要

商号 水ing株式会社

所在地
東京都港区東新橋一丁目9番2号
汐留住友ビル27階

英文 Swing Corporation

従業員数 4,１１0名（2025年4月現在）※

売上高 ８２９億円（2024年度）※

資本金 55億円

ISO ISO9001、14001、55001認証取得

水ing
グループ

設計建設
メンテナンス

水ing
エンジニアリング

水ing

水ingグループ構成

オペレーション

水ingAM

ICT・研究開発・薬品
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沿革

1912 ゐのくち式機械事務所設立（ポンプ製造の創業）

1920

1956

1931

1977

1994

2010

2009

2011

2018

荏原製作所 設立

荏原インフィルコ（株）設立（米インフィルコ社と合弁）

急速ろ過装置一号納入

荏原インフィルコエンジニアリングサービス設立

荏原製作所と荏原インフィルコが合併
荏原インフィルコエンジニアリングサービス(株)の商号を
荏原エンジニアリングサービス（EES）に商号変更

三菱商事、日揮がEESに資本参加

荏原グループの全水関連事業をEESに統合

商号を【水ing株式会社】に変更

水ingAM（株）設立、水ingのOP＆M事業承継
水ingエンジニアリング（株）設立、水ingのEPC事業承継

国産初の急速ろ過装置を納入。水処理分野に本格参入し、
水道・下水道の普及とともに事業拡大。

公害問題が深刻化する中、し尿処理技術が発展。数多くの
水処理技術を開発。海外事業本格化。

1960～1980年代

上下水道、し尿の分野にとどまらず、浸出水、工業用水、産
業水処理に加え、薬品事業へ進出。

1990～2000年代

国内初の公民連携企業体を設立。注力市場を国内に移行
し気候変動、施設老朽化、人口減少など多様な社会課題に
向き合う。

2010年代以降

創業～1950年代

2023 共通の価値観である「水ingバリュー」を策定。地域の未来
のため、水を起点に事業領域の拡大を推進。
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事業領域

水道

薬品

最終処分場浸出水

バイオマス

産業用水・排水

し尿・汚泥再生

下水道 

アミューズメント



©2026 Swing Engineering Corporation 7

国内拠点

国内※1 7支店、19営業所・出張所、研究拠点1カ所、 海外1拠点があり、

約300の拠点で運転・維持管理を実施

※1 水ing,水ingAM,水ingエンジニアリングの拠点数。但し、同一拠点は1つとして換算。 ※2 国内外子会社含む

事業別概算売上構成比※2

プラント建設

40%

O&M

50%

薬品

10%

★ 本社

● 支店

◆ 営業所・出張所

▲ 基盤技術研究センター
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２． 水ingのメタン発酵技術について
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メタン発酵方式（当社採用方式）

湿式 乾式
原料含水率 85～99％ 60～75％

投入方法 連続式 回分式、連続式

混合方式 完全混合型 押出し流れ型

発酵槽形式 縦型 円筒横型

処理温度
中温（約37℃）

高温（約55℃）が一般的
高温（約55℃）

主な使用先
下水処理場、食品工場、

焼却施設と併用する自治体
廃棄物処理業者

ごみの分別収集 必要 不要

発酵残渣処理 堆肥、助燃剤利用 焼却処分

採用方式

◆メタン発酵（嫌気性処理）とは？

酸素のない嫌気性環境下で生育する嫌気性菌の代謝作用により、

対象有機物をメタンガスと炭酸ガスに分解する生物処理法
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水ingのメタン発酵技術の歩み

EGR®

し尿処理場 向け
嫌気性消化処理設備
/建設実績 約200件

1950年代～

下水道終末処理場 向け
汚泥消化設備

/建設実績 約80件

食品製造工場等 向け
排水処理設備（UASB法）

/建設実績 18件

UASB

1988年代～

メビウスTM

家畜糞尿用
オンサイト型メタン発酵設備

/建設実績 5件

バイソン®

2003年～

バイトレック®

2005年～2001年～2000年～

食品廃棄物処理場 向け
生ごみメタン発酵設備

/建設実績 ６件

清涼飲料工場等 向け
製造残渣メタン発酵設備

/建設実績 4件

食品製造工場
排水処理設備
（担体法）

汚泥再生処理センター 向け
高速メタン発酵設備

/建設実績 4件

2018年～ 現在2015年～

FIT制度を利用した
消化ガス発電事業
/建設実績 6件

黄色：し尿処理
緑色：下水
桃色：廃棄物系
青色：排水系
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水ingの湿式メタン発酵システム例

排水処理 放流

脱水ろ液

脱水
汚泥

バイオガス

堆肥

代替
燃料

外部搬出
骨・殻・プラ
・紙・木質 等

発酵
不適物

固形廃棄物 液状廃棄物

ガスホルダ

破砕・選別 混合・可溶化

液肥散布

同軸差動式
スクリュープレス

DIFFERE-X ®

(熱回収）

脱水

乾燥

YES

NO

電気・蒸気・ガス

エネルギー
活用

水ingメタン発酵設備の強み
 〇安定的な前処理・排水・脱臭設備
 〇効率的なエネルギー利用設備
 〇検討された脱水設備
 〇蒸気を利用した安全な乾燥設備
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湿式メタン発酵システム対象原料の例と原料別「バイオガス発生量」と「発電量」の目安

食品系産業廃棄物

事業系一般廃棄物

投入原料
含水率
（％）

バイオガス発生量
（N㎥/ｔ）

発電量
(kWh/ｔ）

家庭系生ごみ 80 110 197

事業系生ごみ 80 123 219

麦焼酎蒸留粕 93 46 82

芋焼酎蒸留粕 95 31 56

泡盛蒸留粕 92 52 93

コーヒー粕 70 183 328

緑茶粕 76 84 150

植栽用植物 71 53 95

し尿 99 4 8

浄化槽汚泥 99 3 5

余剰汚泥 97 6 11

生汚泥 97 18 33

乳牛糞尿（搾汁液） 95 15 26

豚糞尿（搾汁液） 95 31 55
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３． バイオガス発電はFIT制度からFIP制度へ
FIP制度プレミアム交付額とは？
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現時点（2025年）での売電価格（FIT売電額・FIPプレミアム算出の基準価格）

◆ 2026年度までは基準価格は35円が確定、2027年度の価格公表は来年度の調達価格算定委員会で検討
（理由：自立化に向けたコスト課題、急激な物価変動等）

◆ 2027年度以降は50kw以上はFIP制度が適用（50kw未満の小型発電であればFIT制度適用可能）

調達価格等算定委員会資料

https://www.meti.go.jp/shingikai/santeii/pdf/20260205_1.pdf
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再生エネルギー固定価格買取制度FIT・FIP制度の違い

➢ 固定価格買取制度（FIT制度）：売電収入＝基準価格×発電量※調達価格に非化石価値は含まれる

◆ 再生可能エネルギー発電者が再生可能エネルギーで発電した電気を電力会社が一定の価格で一定期間

（10年or20年）で買い取ることを国が約束する制度（Feed-in Tariff)

➢  FIP制度※2022年4月制度開始 ：売電収入＝（市場価格＋プレミアム）×発電量＋非化石価値取引の収入

◆ FIT制度のように固定価格で買い取るのではなく、再エネ発電事業者が卸市場などで売電したとき、その売電価格に対して

一定のプレミアム（交付額）を上乗せすることで再エネ導入を促進する制度（Feed-in Premium)
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FIT・FIP制度、スキームの違い

FIT制度

FIP制度

再エネ
発電事業

電気小売り
or 需要者

電力広域的運営推進機関
OCCTO

FIT価格売電

再エネ賦課金として徴収

市場価格で販売

FIT価格と同額になるようにプレミアム交付

送配電事業
（大手電力）

相対取引（電力市場や需要家）+非化石価値の収益化

※非化石価値は一緒に国へ

発電計画、インバランス責務

又は

アグリゲーター
発電計画

インバランス責務

≒FIT価格売電

※非化石価値も運用可能

オフテイカーへ販売

※非化石価値も運用可能

①

②

発電電力の
商流

大手電力が買取を約束
発電計画

インバランス責務

市場とFIT価格の差額を補填
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FIT・FIP制度、スキームの違い②

（発電事業者目線） FIT FIP

売り先
送配電事業者
（大手電力）

電力市場もしくは
相対取引

収益構造
固定価格買取

（FIT）
市場価格+プレミアム交付

（≒FIT価格）

インバランス責務
発電計画

送配電事業者が担う
発電事業者

（もしくはアグリゲーター）

非化石価値の帰属 国 発電事業者

出力制御の順番（優先給電ルール）
①火力（石油、ガス、石炭）
②他地域への送電（連系線）
③バイオマス※
➃太陽光、風力※
➄出力制御が困難な長期固定電源（水力、原子力、地熱）
※：FIT⇒FIP電源の順番で出力制御が発令
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FIPプレミアム交付額の算出方法

○前年度の年間平均市場価格及び同月間の価格差を考慮して基準価格（FIT価格）からの差額を算出

その差額分をプレミアムという形で交付（補填）される仕組み

＝各月でプレミアム交付額は異なるが、年間ベースではFITと同じ収益になる計算

＝前年度の市場価格が高騰（基準価格以上）すると、翌年のプレミアム交付額（収益）に影響

※2025年2月から電力広域的運営推進機関（OCCTO）から市場価格を公表（3か月後に公表）

再エネ業務統合システム 電力広域的運営推進機関

※
非化石価値＝非化石価値市場（JPEX）直近4回分の加重平均額
バランシングコスト＝バイオガスの場合は参照無（主に太陽光・風力）

https://saiene.occto.or.jp/
https://saiene.occto.or.jp/
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2024年度_東京エリアのFIP売電価格（プレミアム交付金）の算出（簡易的）

◆年間の平均事業収入価格＝34.40円/kwh（市場価格+プレミアム）＋非化石価値0.6円/kwh（仮定金額）

＝35.0円※東京エリア以外でも最終的な結果は35円になるようにプレミアムが計算

◆当年度月間平均価格は3か月後に公表。リアルタイムでの価格予見は難しい

◆非化石価値は売電価格には入らない。アグリゲーターとの契約や非化石取引市場で別途マネタイズする必要

年月 エリア 電源種別
FIT

基準価格
前年度
平均価格

当年度月間
平均価格

前年度月間
平均価格

参照価格
非化石価値
（仮定）

プレミアム
交付額

平均
収益価格

24-Apr 東京 バイオマス 35 12.24 10.92 9.85 13.31 0.6 21.1 32.01

24-May 東京 バイオマス 35 12.24 11.29 11.13 12.40 0.6 22.0 33.29

24-Jun 東京 バイオマス 35 12.24 12.4 10.85 13.79 0.6 20.6 33.01

24-Jul 東京 バイオマス 35 12.24 15.79 12.43 15.60 0.6 18.8 34.59

24-Aug 東京 バイオマス 35 12.24 14.89 13.02 14.11 0.6 20.3 35.18

24-Sep 東京 バイオマス 35 12.24 15.22 14.7 12.76 0.6 21.6 36.86

24-Oct 東京 バイオマス 35 12.24 15.34 13.42 14.16 0.6 20.2 35.58

24-Nov 東京 バイオマス 35 12.24 14.18 16.27 10.15 0.6 24.3 38.43

24-Dec 東京 バイオマス 35 12.24 13.95 13.01 13.18 0.6 21.2 35.17

25-Jan 東京 バイオマス 35 12.24 13.75 10.76 15.23 0.6 19.2 32.92

25-Feb 東京 バイオマス 35 12.24 14.6 10.07 16.77 0.6 17.6 32.23

25-Mar 東京 バイオマス 35 12.24 11.85 11.37 12.72 0.6 21.7 33.53
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４． アグリゲーターとの連携・疑似FITスキーム
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FIP制度を利用する発電事業者のリスク（FITとの比較）

FIP制度 FITとの相違点

インバランス
リスク

計画値同時同量制度
により、電力需給を一致

発電計画の策定
インバランス（計画と実績の差異）
の清算が必要

インバランス精算は
特例で免除

非化石価値の
取引リスク

非化石価値市場（JPEX)
直近４回分の平均額が支給

市場価格以下の取引は収益減
基準価格の中に
価値が含まれる

電力市場価格
高騰のリスク

プレミアム交付額は、前年度の
平均市場価格を参照して決定

市場価格が高騰すると、翌年の
プレミアム交付額は低くなり、収益減

基準価格固定

オフテイカー
リスク

小売電気事業者や需要家との
直接取引が可能

オフテイカーの倒産や信用等のリスク
電力会社が
買取を約束
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FIPでのビジネスモデル例
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FＩＰ売電での収益化方法
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エネ庁主導のアグリゲーターとのマッチング・プラットフォーム

エネ庁HPでFIP制度活用に向けて勉強会とアグリゲーターとのマッチングを主導

FIP事業者向けサービスを提供するアグリゲーター一覧

FIP勉強会及びマッチング・プラットフォーム｜FIT・FIP制度｜なっとく！再生可能エネルギー

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/fip_sokushin.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/fip_sokushin.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/fip_sokushin.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/fip_sokushin.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/fip_sokushin.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/fip_sokushin.html
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アグリゲーターと連携した疑似FITスキーム

発電事業者 電力調達者

電力販売先・
購入先

アグリゲーター
（電力需要者）

アグリゲーター
（希望再エネ電力）

収益構造
疑似FIT売電
（≒調達価格）

市場に左右されない
安定価格

インバランス責務
電力安定調達

アグリゲーターが担保
（契約形態による）

アグリゲータの様々な
発電BGにより安定調達

非化石価値の
帰属

アグリゲーター運用も可
（契約形態による）

アグリゲーターを経由
して調達可能

メリット① 事業予見性◎ 調達の変動・高騰リスク○

メリット② 収益構造がシンプル○ クリーン電力の調達○

FIP制度

発電事業者
（FIP電源）

電気小売
事業者
もしくは

相対取引等

電力広域的運営推進機関
OCCTO

需給電力調整

プレミアム交付額相当

売電
非化石価値 調達

アグリゲーター

≒35円/kwh
※FIP転した場合はFIT認定価格

様々な再エネ調達価格をMIX
価格は固定して調達可能

引用：JEPXホームページ月間平均取引市場データより
価格高騰が顕著であった2022年頃を参照
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５． まとめとバイオガス発電の今後について



©2026 Swing Engineering Corporation 27

Conclusion（FIP制度の収益化ポイント）

FIPでも収益がFITと同じ額になるように計算されてプレミアムが交付される

※運用次第ではFIP制度はFIT制度以上の収益を得られる可能性がある

FIT制度では非化石価値（＝再エネの環境価値）は国に帰属するが、FIP制度では発電事業者に帰属し、

取引の自由度が上がる

FIP制度では運用スキームが複雑になる。

一方、アグリゲーターとの連携でスキームをシンプルにすることが可能

○これからFIP電源認定を目指す場合でもFITと同じような発電事業運営が目指せる（疑似FIT）

○現FIT電源でも残りの買取期間を現在の基準価格のままFIPとして事業運営することも可能（FIP転）
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バイオガス発電（バイオガス利活用）が今後発展していくためには？

原料調達
質・量の安定 社会としてのゴミ対策

何がどこにあるのか？ 生ごみ分別、個別のインフラ整備

事業スキーム
FITありきからの発展

バイオガス・発電電力の
高付加価値化

様々なステークホルダーと
連携したビジネス展開

都市ガスバイオメタン・熱利用
クレジット市場・CO2利活用

制度・施策
卒FIT後の事業継続 政策・制度統合

相対取引
エネルギー地産地消（地域新電力）

廃棄物・脱炭素・下水道等など
各々政策の統一

事業性

CAPEX低減 OPEX低減

高価な設備
発電機・ガス精製・臭気対策

DX活用等省力化の推進
エネルギー総合回収効率の向上
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水ingグループの特徴・強み

・公共・民間企業（廃棄物処理、食品製造業者）を中心に「多種多様な原料でメタン発酵施設」の施工実績

・F/S・FEED段階から「EPC」、運転後の「O＆M」まで一貫した「ワンストップサービス」を提供

・上水道・下水道・し尿処理施設の実績を活かした「環境対策（臭気対策・排水処理）」を提供

・通常運転時の「アフターサービス体制（定期メンテナンス）」の充実

EPCとは：Engineering, Procurement and Constructionの略

基本
設計

詳細
設計

E
（設計）

P
（調達）

施工管理

C
（建設）

試
運
転

引
渡
し

プロジェクトマネジメント

F/S

FEED

通常
運転

O&M

EPC O＆M

事業運営
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